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Withコロナの時代を迎えて
　新型コロナのパンデミックが始まって早くも4年目に突入し
ました。第8波がピークアウトした感はありますが、高止まりし
ています。このような中、武夫原会の会員の皆様におかれまし
ては、それぞれのお立場で御苦心されていることと存じます。
中には、感染された方もおられると存じますが、何よりも御身
一番で御活躍されますよう祈念しています。
　さて、暗い話題が多い中、熊本では台湾の半導体企業
TSMCの工場立地という大きな「うねり」が各般に影響を及ぼ
しています。熊本大学でも、2024年度、半導体、データサイエ
ンス、DX分野の人材を育成する学部相当の「情報融合学環」
の新設、また、工学部に「半導体デバイス工学課程」の設置な
どに向けて、ビビッドな動きが展開されています（詳細はネット
検索を）。
　このような展開に先んじるかのように、文学部、法学部でも
新たな展開がみられます。文学部系では、永青文庫研究セン
ターが報道でも取り上げられ、高い評価を受けていることに
加えて、2022年10月に「国際マンガ学教育研究センター」が

武夫原会 会長　村田 信一（法21回卒）

新設され、今後の展開に期待が高まっています。法学部系で
は、法曹コースでの「早期卒業」の動きを注目しています。これ
は三年生で法学位を取得し、熊大と提携した法科大学院（早
稲田、中央、神戸、九州）に進み、法曹界を目指すものです。
2022年3月には5人の三年生が卒業し、今年2023年3月には
6人の方が早期卒業の予定と聞いています。近い将来、良い結
果がもたらされるものと期待しています（これも、是非ネット検
索を）。
　武夫原会では、コロナ禍の中、同窓生の交流事業などは難
しい状況下にありましたが、現役の学部生、院生の皆様への
一助にすべく、2022年度も、同窓生による寄附講義、海外研
修などへの一部補助、コロナ禍の学生への食糧支援（同窓会
連合会を通じて）などを行ってきました。今後、Withコロナとし
て社会活動の活発化に伴い、同窓会活動も活発化させたい
と思っています。それぞれのお立場に応じて、ご協力、ご支援
のほど、よろしくお願い申し上げます。

文学部附属国際マンガ学教育研究センターの蔵書

嘉納治五郎　「道にしたがいて勝ちを制すれば 行いて人をそこなわず」
　　　　　　正しいやり方で勝つことができれば、人を傷つけることはない

勝海舟　「入神致用 にゅうしん ちよう」
　　　　人が道理を詳しく極めて 神妙の境地に入れば 大きな働きをすることができる

「企画展 熊本大学五高記念館所蔵貴重資料より―扁額」
（五高記念館提供）

武夫原会Web名簿システム情報更新のお願い

　武夫原会では、「武夫原会Web名簿システム」を利用して、会員の
皆さまの名簿管理を行っています。皆さまには、このシステムを介し
て、いろいろなお知らせを発信していきます。
　発信はメールにてお送りしますので、連絡用E-mailアドレスは必ず
登録していただきますよう、お願いいたします。登録いただいたE-mail
アドレスは、熊本大学とも共有し、大学からの通信にも利用されます。

https://www.web-dousoukai.com/bufugen/weblist/

○武夫原会や熊本大学の最新の情報が入手できます。
○会員の近況を閲覧でき、ご自身の近況もお友達にお知らせすることが
　可能です。
○同期会やクラブＯＢ会等のイベント参加者の出欠回答状況が把握できます。
○会員の個人情報は、セキュリティ万全のサーバーで一元管理します。
○会員ご自身で情報内容の確認と変更ができます。
○専用Webページにアクセスし、 会員コード（ID）とパ　
　スワードを入力して、ログインしてください。会員コード
   （ID）とパスワードは、宛名用紙に印字されています。
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　大学も来年度から、授業が「原

則、対面」で行われるようになりま

す。しかし、コロナで、教員と学生、

そして学生同士の人間関係は思う

以上に希薄になっているような気

がしています。元に戻すにはかなり

の時間と労力が必要なのではない

でしょうか。それは同窓会の皆さまとも同じで、密な関係

を再創造していくぐらいの気持ちで臨みたいと思ってい

ます。

　研究では、同窓会等でこれまで何年にもわたって宣伝

させていただいていた「文学部附属国際マンガ学教育

　ウィズコロナで大学院も従来型に

復しつつありますが、遠隔方式の貴

重な経験を活かせないものか考え

ています。8月に熊本大学人文社会

系地域連携会議を3年ぶりに開催

し、熊本市、熊本県市長会、熊本県

町村会、熊本県からご参加をいただ

き、本学から文学部長、法学部長と私が出席し意見交換

を行いました。来年度、大学院の法学部系は新カリキュラ

ムを開始し、税理士試験指導を再開します。また、文学部

系はマンガ・アニメに関する現代文化資源学研究コース

を開設します。私の任期は終わりますが、社会人大学院

生増という課題は続きます。皆様には引き続きご支援を

お願い申し上げますと同時に、母校の大学院での学び直

しもお考え頂ければ幸甚に存じます。

　最後になりますが、来年度からは鹿嶋洋教授が教育部

長に就任いたします。どうぞよろしくお願いいたします。

文学部長　水元 豊文（コミュニケーション学）

社会文化科学教育部長　林 一郎（国際法）

1年間の活動報告

　コロナの状況、一進一退という感

じですが、もう「Withコロナ」に社会

は進んでいくようです。法学部の授業

も原則として教室定員の半分までと

いう基準を設けて対面式で実施して

おります（2023年度は、教室定員で

の対面授業を予定しております）。

　2022年度の法学部の活動でご報告したいことは、

4月に法学部附属地域の法と公共政策教育研究セン

ターを設置したことです（「エルペルク」という愛称を

つけております）。熊本には全国の耳目を集めた社会

的問題が発生しております。このセンターは、こうした

法学部長　大日方 信春（憲法学）法学部

大学院

文学部

研究センター」を2022年10月に設置し、世界的な研究

拠点にしていく所存です。教育では、2023年4月に、マ

ンガやアニメなどの現代文化資源について深く学べる

コースを大学院に新たに設置し、博士前期課程の学生

を受け入れ、教育環境の更なる拡充を図っていきます。

このような教育研究活動を充実させるため、来年度新

たに、中武章子准教授（心理学）、伊藤弘了准教授（アニ

メ・映画学）、池川佳宏准教授（人文情報学）の3名の教

員が加入します。気鋭の研究者で面白い研究をされて

いるので、同窓会等で皆さまにもご紹介したいです。

　来年度からは伊藤正彦教授が文学部長として皆さま

と接することになります。どうぞよろしくお願いします。

問題を組織として教育研究するための拠点となることを

目指しております。また、本学部と自治体・企業等との連

携強化を図るために、センターの取り組みはこれからど

んどん「見える化」してまいります。センターのHPに是非

ご注目ください（https://www.law.kumamoto-u.ac.jp/

lperc/）。

　9月に関西武夫原会、10月に東京武夫原会にお招きい

ただきありがとうございました。今後とも法学部の教育・

学生生活へのご支援をよろしくお願いいたします。また、

若い世代の武夫原会入会者・参加者を増やす取り組み

には、こちらでもご協力させていただきたいと考えており

ます。どうぞよろしくお願いいたします。
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卒業生表彰式

同窓会活動再開！

今年度も寄附講義を
リモートで実施

　令和４年度熊本大学卒業生表彰式が、令和４年11月５日
に開催されました。
　熊本大学の発展や社会からの理解促進につながる顕著な
功績があった本学の卒業生１５名が表彰されました。武夫原
会からは次の２名の方が受賞されました。おめでとうございま
した。

　コロナ禍の中、停滞していた同窓会活動が再開されました。武夫原会においては、実に4
年ぶりに東京武夫原会総会、3年ぶりに
関西武夫原会総会が開催されました。
　熊本大学においても、3年ぶりにホー
ムカミングデー及び九州連合同窓会が
開催され、小川熊本大学学長による講
演、村田会長の挨拶、熊大応援団リー
ダ部による演舞の披露などが行われま
した。（詳しくは武夫原会ホームページ
をご覧ください）
　今後はWithコロナとして、同窓会活
動も活発化していきます。

ホームカミングデー村田会長挨拶 応援団演舞（お二人とも現役の法学部学生です）

　今年度も、第一線で活躍される講師陣をお招きし、多彩な講
義を展開していただきました。ご協力いただきました講師陣、武
夫原会の皆さまに厚くお礼申し上げます。
　残念ながら昨年度に引き続き遠隔形式となりましたが、講
師陣の熱意あふれる講義に接し、多様な職種の内容や実態、
学生生活や就職活動に対する姿勢や考え方などを学ぶことが
できたとの感想が多く寄せられました。社会から期待された役
割をよく認識し、自信をもって進路を切り拓いて欲しいと思いま
す。　　　　    （担当：澁谷洋平（法学部准教授・法47回卒））

2022年度寄附講義一覧
講義日 講師氏名 講師所属先

9月28日
10月５日 村田　信一 熊本県信用保証協会会長

武夫原会会長、熊本大学同窓会連合会会長
10月12日 速瀬あずさ 熊本大学経営企画本部
10月19日 野口　恭子 武夫原会副会長
10月26日 渋谷　勝也 NTT西日本バリューデザイン部
10月26日 二口りさ子 NTT西日本ビジネス営業本部光ビジネス営業部
11月9日 樋口　賢吏 (株)LIXIL Legal部門 ガバナンス法務部

11月16日 曾根田　満 元千葉家庭裁判所 調停委員
東京武夫原会事務局長

11月30日 坂本　英二 株式会社日本経済新聞社 
12月7日 植田　改造 西部電機工業株式会社 

12月14日 大塚　晶子 九州フィナンシャルグループ・肥後銀行
広報・ＩＲ部

12月21日 神元　佳子 キリン本社 人事総務部
1月11日 中村　　陽 熊本県信用保証協会
1月18日 中村美弥子 熊本日日新聞社大津支局
1月25日 村上　七美 肥後銀行南熊本支店

氏名（ふりがな）
卒業年　卒業学部 略歴・実績等

太田 恵太郎（おおた けいたろう）様
S45.3　法文学部（法）

三洋電気株式会社、経営コンサルタント（中小企業診断士）　
中小企業診断協会大阪支部にて民間企業を支援する等、産業界への貢献大　
日刊工業新聞社社長賞受賞、中小企業庁長官賞受賞
中小企業支援とともに、長年の同窓会活動への功績も大

高宗 俊雄（たかむね としお）様
S47.3　法文学部（法）

三井信託銀行、日本インベスターソリューションアンドテクノロジー、
横浜家庭裁判所調停委員、横浜家庭裁判所参与員、東京武夫原会事務局長
関東地区の同窓会活動において、長年事務局長及び会計監査役を務め、地区同窓会活動の要として会の維持発展
に尽力
会社を退職後は、横浜家裁の調停委員として離婚や親族間の紛争解決等、社会貢献の面でも活躍
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昭和28年卒業
村上健太郎　法
昭和29年卒業
牛島　共一　法
清田　信照　文
昭和31年卒業
吉原　徳穂　文
昭和32年卒業
笹原　　弘　法
昭和33年卒業
古川　允一　法
矢野　友章　法
昭和34年卒業
永井　陳雄　法
宮本　恭子　文

※前号に掲載分以降にご寄附いただいた方のご名前を掲載しています。
※本学の広報誌等にお名前の掲載を希望された方のみ掲載しています。
※この他、お名前の掲載を希望されなかった44名の方からもご寄附いただきました。

地域武夫原会インフォメーション

五高記念館周辺環境整備事業基金

地域交流会 2022年の主な活動報告 2023年の活動予定 連絡先

東京武夫原会

・3月 熊大東京オフィス移転(田町→内幸町)
・10月1日 東京武夫原会総会及び懇親会開催
・役員会及び幹事会 11回開催(ウエブ3回、対面8回)

  熊本大学東京オフィス      2022.10.1総会及び懇親会

・10月7日 東京武夫原会総会及び懇親会
  （12～15時  於東京ガーデンパレス）
・役員会及び幹事会 10回程度開催予定

役職：事務局長
氏名：曽根田　満
電話番号：043-292-3095
メールアドレス：
sonedamitsuru@gmail.com

名古屋武夫原会 本年度は活動実績なし
・2023 年度の活動は未定
・コロナの状況を見ながら総会の開催等について
   役員会で協議する予定

事務局長　山田 法夫
電話 0567-25-0766　　
メールアドレス
nyamada@clovernet.ne.jp

（勤務先；愛知県シルバーサー
ビス振興会　052-219-2071 
FAX052-212-1615）

関西武夫原会

・総会・懇親会 令和4年9月10日（⼟）シテｲプラザ大阪
・ハイキング 年2回
・ゴルフ会 年3回
・常任幹事会 年11回（4月、5月、6月、7月、8月、10月、
 11月、12月、1月、2月、3月）

            2022.9.10 総会・懇親会の様子

・総会・懇親会 令和5年9月9日（⼟） シティプラザ大阪
・ハイキング 年2回
・ゴルフ会 年3回
・常任幹事会 年11回（4月、5月、6月、7月、8月、10月、
 11月、12月、1月、2月、3月）

事務局長　松田 亨
電話 090-3825-8513
メールアドレス
fwik6923@nifty.com

福岡武夫原会 本年度は活動実績なし ・総会開催に向け幹事会開催予定

事務局担当理事　鳥取 正義
電話 090-9606-9906　　　
FAX 092-707-4137
メールアドレス 
qquc4ab9k@abeam.ocn.ne.jp

熊本武夫原会 本年度は活動実績なし
・職域代表者会議を開催し、今後の活動方針を決定
・大学主催行事（ホームカミングデー等）及び熊本大学 
  同友会と連携した会員相互の交流促進

会長　徳永 隆裕
電話　090-8917-5407
メールアドレス　
t.toku@lapis.plala.or.jp

宮崎武夫原会 本年度は活動実績なし ・コロナの状況を見ながら役員会を開催し、
 総会について協議する予定

事務局担当理事　永徳 明  
電話・FAX 0985-47-9822  
メールアドレス
kira-kira-8man@cma.bbiq.jp

鹿児島武夫原会 総会及び幹事会 実績なし ・鹿児島武夫原会総会及び幹事会　日時等は未定
幹事長　中 豊司
メールアドレス
mhrym186@yahoo.co.jp

※各地域武夫原会の問い合わせは、各武夫原会または熊本大学武夫原会事務局へ

　2020年度から3年間を「熊本大学五高記念館周辺環境整備
事業基金」への寄附の強化期間としてお願いしたところ、3年間で
延べ408名の方から総額7,868,600円の寄附をいただいており、
ほとんどが武夫原会員からの寄附です。これはひとえに武夫原会

会員の皆さまのご尽力によるものだと大変感謝しております。
　五高記念館は、熊本大学キャンパスミュージアム構想の核と位置
づけられており、今後大学において、五高記念館の周辺環境整備や
記念館内部の展示の充実等にこの基金が活用される予定です。

昭和35年卒業
浅原百合子　文
荒井　澄子　文
木村　純久　法
林田　直子　文
昭和39年卒業
佐藤　征男　文
安永　澄男　法
昭和40年卒業
神崎　芳郎　法
松平　嘉明　法
昭和41年卒業
浜田　　実　法
矢野　大輔　法

昭和42年卒業
川口　　叫　法
星野　誠一　法
矢野登久男　法
昭和43年卒業
臼杵　良資　法
加藤　克彦　院
草野　龍二　法
近藤　光弘　法
西　　武宜　法
本島　昭男　法
矢野惠美子　文
矢原　幸治　法
昭和44年卒業
黒田　幸満　文

古田　泰邦　法
渡辺　清吉　法
昭和46年卒業
児倉　静二　法
佐々木信生　法
高崎　正文　法
福田　俊幸　法
昭和47年卒業
髙宗　俊雄　法
真佐喜　彰　法
昭和49年卒業
神山憲次郎　法
松崎　孝徳　法
昭和50年卒業
星野　純一　法

昭和51年卒業
重浦　睦治　法
昭和53年卒業
出田　剛朗　法
岡本　哲夫　法
谷口　秀男　法
向　　和典　法
昭和54年卒業
北山　洋一　法
橋本　　司　法
松田　　亨　法
昭和55年卒業
岡本三保子　法
昭和57年卒業
秋吉　　樹　法

奥村惠一郎　法
楠田　靖紀　法
野口　恭子　文
野口健一郎　文
渡辺　素文　法
昭和58年卒業
福田　浩一　法
昭和60年卒業
西川　　毅　法
平成5年卒業
藤村　重利　法

平成6年卒業
上田　一生　院
平成7年卒業
河野奈津子　法
平成9年卒業
堀尾　里美　文
平成13年卒業
渡邊　陽仙　法
平成14年卒業
濱端　正之　院

平成19年卒業
堀池　奈月　文
平成25年卒業
林　眞義（林　佐多子）　院
平成26年卒業
長吉　温子　文
令和2年卒業
森　　浩平　法
令和4年卒業
橋本万那華　文
山城　七緒　法

在学生ほか
青野　桃子
久保　直子
谷川　響
辻田　太志
花田　幸和
水島　多美也


